
明
治
11
年
、
現
在
の
名
取
市
、

岩
沼
市
、
仙
台
市
の
一
部
を
含

む
名
取
郡
が
発
足
さ
れ
ま
し

た
。
郡
の
役
所
は
茂
ケ
崎
村
（
現

在
の
長
町
）
に
置
か
れ
た
そ
う

で
す
。
明
治
22
年
の
町
村
制
の

施
行
に
よ
り
次
の
町
村
が
発
足

し
名
取
郡
は
1
町
14
村
と
な
り

ま
し
た
。

１
・
増
田
村

（
現
名
取
市
）

２
・
東
多
賀
村
（
現
名
取
市
）

３
・
下
増
田
村
（
現
名
取
市
）

４
・
館
腰
村

（
現
名
取
市
）

５
・
愛
島
村

（
現
名
取
市
）

６
・
高
館
村

（
現
名
取
市
）

７
・
岩
沼
町

（
現
岩
沼
市
）

８
・
玉
浦
村

（
現
岩
沼
市
）

９
・
千
貫
村

（
現
岩
沼
市
）

10
・
茂
ケ
崎
村
（
現
仙
台
市
）

11
・
六
郷
村

（
現
仙
台
市
）

12
・
中
田
村

（
現
仙
台
市
）

13
・
西
多
賀
村
（
現
仙
台
市
）

14
・
生
出
村

（
現
仙
台
市
）

15
・
秋
保
村

（
現
仙
台
市
）

明
治
29
年
、
増
田
村
が
増
田
町

と
な
る
。
（
２
町
13
村
）

大
正
４
年
、
茂
ケ
崎
村
が
長
町

に
改
称
。
（
３
町
12
村
）

昭
和
３
年
、
長
町
が
仙
台
市
に

編
入
さ
れ
、
東
多
賀
村
が
閖
上

町
に
改
称
（
３
町
11
村
）

昭
和
７
年
、
西
多
賀
村
が
仙
台

市
に
編
入
さ
れ
る
。
（
３
町
10

村
）

昭
和
16
年
、
六
郷
村
、
中
田
村

が
仙
台
市
に
編
入
。
（
３
町
８

村
）

昭
和
30
年
、
増
田
町
、閖
上
町
、

下
増
田
村
、
館
腰
村
、愛
島
村
、

高
館
村
、
が
合
併
し
名
取
町
と

な
り
、
現
在
の
名
取
市
が
形
成

さ
れ
る
。
岩
沼
町
、
玉
浦
村
、

千
貫
村
が
合
併
し
岩
沼
町
と
な

る
。
（
２
町
２
村
）

昭
和
31
年
、
生
出
村
が
仙
台
市

に
編
入
さ
れ
る
。（
２
町
１
村
）

昭
和
33
年
、
名
取
町
が
名
取
市

と
な
り
郡
よ
り
離
脱
し
名
取
市

が
誕
生
。
（
１
町
１
村
）

昭
和
42
年
、
秋
保
村
が
秋
保
町

と
な
る
。

昭
和
46
年
、
岩
沼
町
が
岩
沼
市

と
な
る
。

昭
和
63
年
、
秋
保
町
が
仙
台
市

に
編
入
さ
れ
名
取
郡
は
消
滅
し

ま
し
た
。

河
北
新
報
社
が
企
画
し
て
い

る
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

事
業
「
今
で
き
る
こ
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
育
ん
で
も
ら

お
う
と
「
こ
ど
も
未
来
応
援
教

室
」
が
、
３
月
４
日
に
名
取
市

の
尚
絅
学
院
大
で
開
催
さ
れ
、

県
内
の
小
中
学
生
約
２
４
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
午
前
・
午
後
と
１

コ
マ
ず
つ
の
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
条
件
で
あ
り
、
午
前
の
部

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
賛
同
企

業
で
あ
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
大

和
証
券
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
日
本
製
紙

の
４
社
が
独
自
に
企
画
し
た
社

会
科
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
で
活
躍
さ
れ
、
現
在
は

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ー
チ
の
永
井
怜
さ
ん
や
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
伊
東
洋

平
さ
ん
ら
を
講
師
に
招
い
た
職

業
体
験
講
座
を
受
講
し
ま
し

た
。午

前
の
部
で
、
講
座
を
開
催

し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
「
ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
室
」
と
称
し
た
、
自
社
ロ
ボ

ッ
ト
の
仕
組
み
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
基
礎
を
教
え
る
授
業
を

実
施
し
、
多
く
の
子
供
達
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

栗
原
市
か
ら
参
加
し
た
長
谷

川
快
晴
君
（
11
）
は
「
普
段
学

校
で
は
習
え
な
い
こ
と
を
教
え

て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

市
制
施
行
60
周
年
記
念

ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
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昭
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館
腰
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
は
「
は
な
も
も
の
里

づ
く
り
事
業
」の
一
環
と
し
て
、

は
な
も
も
の
苗
の
植
栽
や
、
植

栽
後
の
お
世
話
、
消
毒
な
ど
を

を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は
館
腰
（
飯
野

坂
・
植
松
・
本
郷
・
堀
内
の
４

地
区
）
の
公
園
や
希
望
者
宅
の

庭
に
毎
年
20
本（
各
地
区
５
本
）

の
は
な
も
も
の
苗
を
植
え
て
館

腰
を
、
は
な
も
も
の
咲
き
み
だ

れ
る
里
に
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。館

腰
地
区
と
は
な
も
も
の
つ

な
が
り
は
古
く
、
約
３
５
０
年

前
の
寛
文
事
件
（
伊
達
騒
動
）

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
騒
動

の
結
果
「
樅
の
木
は
残
っ
た
」

で
有
名
な
、
伊
達
家
奉
行
で
船

岡
城
主
の
原
田
甲
斐
は
死
亡
、

原
田
家
は
断
絶
と
な
り
ま
し

た
。原

田
家
の
家
臣
の
中
の
37
名

は
当
時
の
名
取
の
里
、
飯
野
坂

村
と
植
松
村
に
移
り
帰
農
し
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
家
臣
た

ち
が
主
君
の
冥
福
を
祈
る
た
め

に
、
軒
毎
に
桃
の
苗
木
を
う
え

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
（
中
国
か
ら
の
伝

説
で
は
桃
の
木
は
人
の
霊
を
慰

め
る
と
い
う
霊
木
と
し
て
伝
え

ら
れ
る
）
。

会
長
の
相
原
繁
雄
さ
ん（
79
）

は
「
『
き
れ
い
な
花
に
は
虫
が

つ
く
』
と
言
う
が
、
ま
さ
に
そ

の
通
り
で
半
年
に
一
度
の
消
毒

作
業
は
欠
か
せ
な
い
、
経
費
は

掛
か
る
が
先
輩
が
た
が
受
け
継

い
で
来
た
も
の
を
次
世
代
へ
継

い
で
行
き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

活
動
に
参
加
し
た
桑
嶋
徹
さ

ん
（
60
）
に
よ
る
と
「
幾
度
か

途
切
れ
た
と
思
う
が
、
戦
後
に

館
腰
出
身
で
閖
上
中
学
校
初
代

校
長
の
菅
井
二
郎
氏
が
中
心
と

な
っ
て
復
活
さ
せ
約
70
年
も
続

い
て
い
る
活
動
な
ん
で
す
」
と

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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はなももの状態を見て回るメンバーたち

館腰親水公園のはなもものつぼみ

メール：ｈａｎａｍｏｍｏ－ｋｆｃ＠ｋａｈｏｋｕ－ｆｃ．ｃｏ．ｊｐ

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
感
想
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
と
し

て

「
東
北
楽
天
・
河
北
新

報
コ
ラ
ボ
オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
オ
ル
」
を
３
名
へ
プ

レ
ゼ
ン
ト
！
住
所
、
氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、

ハ
ナ
モ
モ
通
信
を
読
ん

で
の
感
想
、
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
メ
ー
ル
か

フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
郵

送
で
左
記
ま
で
。

４
月
１
日
締
切
。

【
住
所
】
〒
９
８
０
⋧

０
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２
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⋧
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Ｋ
Ｆ
Ｃ
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